
令和２年度

登米市病院事業会計予算書

並びに予算に関する説明書

〔２月３日提出〕

宮城県登米市



２０，８００千円　　第３項　投資

２５０，３３８千円

　（３）一日平均患者数

８３８，７９１千円　第１款　資本的支出

　　第１項　建設改良費 ２９５，８０２千円

外　　来

　第１款　病院事業収益

　　第７項　他会計負担金

　　第１項　医業費用 ７，５２３，１９１千円

入　　院

　一般会計から長期借入金１００，０００千円を借り入れる。

　　第１項　医業収益 ６，２９２，８７６千円

　　第２項　企業債

　に対し不足する額４３，４００千円は過年度の投資返還に伴う前受金及び他会計借入金で補

２４０，９００千円

　第１款　病院事業費用 ７，７８１，８７７千円

令和２年度登米市病院事業会計予算

第１条　令和２年度登米市病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。なお、運転資金に充てるため、

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

　（総　則）

１１７，１４２人

２８８床

３２１人

２０４，４１６人

７８床

８４１人

３６６床

外　　来

　（収益的収入及び支出）

　（２）延べ患者数

１，００４，３９８千円

療養病床 病床合計一般病床

入　　院

　（１）病床数

　　第２項　医業外費用 ２０４，６２０千円

　　第３項　特別利益 ５２，０２２千円

７，３４９，２９６千円

　　第２項　医業外収益

５２２，１８９千円　　第４項　償還金

４９，０６６千円　　第３項　特別損失

　　第４項　予備費 ５，０００千円

３０４，１５３千円　　第１項　出資金

　（資本的収入及び支出）

　第１款　資本的収入 ７９５，３９１千円

　てんするものとする。）。

収　　　　　入

支　　　　　出

　（業務の予定量）

議案第２２号

収　　　　　入

支　　　　　出



　１　取得する資産

　種　類

　院内ネットワークシステム

名　称

１式

数　量

証書借入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登米市長　熊　谷　盛　廣

　（たな卸資産購入限度額）

令和２年２月３日提出

　（１）職員給与費 ４，７４２，３４２千円

　（２）交　際　費 ８７３千円

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

　（１）医業費用と医業外費用との間

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

　（一時借入金）

利率

合　　計 240,900

償還の方法限度額

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

第１１条　重要な資産の取得は、次のとおりとする。

　はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

第１０条　たな卸資産購入限度額は、８２５，６３５千円と定める。

　（重要な資産の取得）

借入先の融資条件に
よる。ただし、企業
財政その他の都合に
より繰上償還又は低
利に借換えることが
できる。

第７条　一時借入金の限度額は、４，０００，０００千円と定める。

限　度　額

18,194 千円 

第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

165,000

医療情報シス
テム導入事業

75,900

　（企業債）

　（債務負担行為）

5.0％以内
(ただし、利率見直
し方式で借り入れる
資金について、利率
の見直しを行った後
においては、当該見
直し後の利率)

事　　項 期　　間

 医事会計システム保守業務委託（豊里）
令和３年度から
令和７年度まで

起債の目的

千円

第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

医療情報機器 　医事会計システム １式

医療機器等整
備事業

起債の方法

医療情報機器
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